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研究報告書 

 

臍帯由来 MSC の作用機序検討として、脳内代謝産物の変化に着目し、メタボローム解析とイ

メージング質量分析による検討を行った。それらを臍帯血 CD34 陽性細胞治療での変化と比較す

ることによって、臍帯由来 MSC の作用機序をより明確化することができた。得られた結果を論

文にまとめ、ジャーナルに投稿したが採択されず、現在、論文を修正し、別なジャーナルに投稿

する準備を行っている。 

 また、上記の研究から、臍帯血治療の作用機序に関しても知見を得ることができ、多施設共

同で実施した新生児低酸素性虚血性脳症に対する臨床試験に資する成果が得られた。 


